ドイツ連邦共和国における視聴覚外国語教育のいくつかの断面 by 乙政, 潤
Title ドイツ連邦共和国における視聴覚外国語教育のいくつかの断面
Author(s) 乙政, 潤










































































































































































































































































見　本　甫　名　　初回　回 開催地 期　間 内 容
Interschul
SAD王BEL
（Salon　D量dactique
Be歪ge）
InterSCO｝a
InterpadagQgica
Schu｝e
1960 ドルトムント　3．17－21
　　　　　　　（握し1976年）
1963　毎年　ブルユッセル
1969　毎年　ライプチヒ
（以下はやや特瑚なもの）
Ausstellung　Ange・　　1976
wan（lte　L三ngUまS乞ik
VISODATA 1971
VIDCOM
（玉nter識atio轟ale　Messe
f“rVideひKom搬撒ika£ion）
NAVEX
（National　A朕dioへ1isual
Aids　Exposit圭o隷）
。didacta“の向うを張ろうとしている
らしい点で興味深い。包猛的な見本
市。
4．28－5．3　　特に教材に重点を麗いたヨーロッ
（似し1971年）　パ各国より嶺繍される閣際兇本市。
9．5－12　　　教材教具全般のほか、学校用調度
（但し1976年）昴、専門文献を網羅した見本市、
　　　　　　　職業教育、専門教育が大きな比重
　　　　　　　を占めている。西ドイツ、スエー
　　　　　　　デン、スイスも出最。
2年　ザルツブルグ　10．12－14　　教材、教授システム、学校建築、
おき　　　　　　　（但し1977年）学校用設備の専門晃本市。
ドルンビルン　4．12－24　　教材教具のほか学校用調度、設備
（オーストリア）　（但し1971年〉　の綱概的な見本市。
トli　一ア
ミュンヒェン
ロンドン
10．7－9
（｛旦し1976年〉
応用言語学会（GAL＞が主催する
専門見本市。昨年第7圓総会を機
に開催された。
10．25－29　　ミュンヒェン展示有限会社の開催
（但し1971年）する専門見本市。教育関係の岡際
　　　　　　　会議などを補足する形で開かれる
　　　　　　　のが特色。
9．23－28
（イ量し1976年）
ビデオ機器、ビデオ用プwグラム、
有線テレビ、授業用テレビなどの
展示。
本来は名称のとおりかなり地味な
展示会のようであるが、1970年に
はlnternational　Ceuncil　for　Edu－
cational　Mediaと並行して開催さ
れ脚光を浴びた。
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3．1ドS
　マールブルクのIFS（．lnformationszentrum　ftir　Fremdsprachenforschung“「外国語研究情報
kンター」）は、隻．で述べたように「科学的教授学習方法を促進し育成する研究サークル」により
設立された。財政的にはヘッセン州立である。初代の所長となったR．　Freudensteinは雑誌。Die
Neueren　Spracheバの1969／4に開設の目的と意義をおよそ次のように述べている。「外国語教授
についての議論も今目では国際的である。また、外国語授業は言語学、心理学、社会学の経験的研
究なくしては考えられなくなって来た。教育工学の導入が新たな問題をもたらしている。このよう
な変革に対‘応し、山なす情報に兇逓しを与えるために情報センターを外国語教師の再教育の場とし
ても役立てたいし、．ERFA－Ring　Sprachlabor“の仕事をいっそう集中化したい。但し、王FSの課
題や霞標はなるべく確定しないでおきたい。」雑誌。aula“の1969／2には現在の所長l　H．　Schrand
が「開業」予告の文を書いた。その中では、ドイツ市場で入手可能な一切の外臨語録音テープ教樗
を収集してリスト化すること（Dekumentationsarbeit）をIFSの心臓だとみなすと述べている。
これはFreudensteinの発言よ｝）は具体的でかつより、狭い冒標設定である。事実は、環在ではIFS
は一方では圏内国外の外国語にかんする研究論文の収集と、地方では国内の外国語授業にかんする
資料の収集や視聴覚教材の収集・評価という二つの作業を平行して行ない、どちらの結果も公刊し
ている。爾者の発言に共通なのは、文献収集をセンターの本務とみなすという姿勢と。ERFA－Ring
Sprach豆aboゼの充実を隆指していることである。しかし実際には、すでに述べたように第二の霞
標は時の流れとともにその意義を失った。また、Freudensteinの上述の一文は，，lnformationen
aus　dem　Computer．　Ein　neues　Zeutrum　ftir　den　Fremadsprachenunterrlcht．“という題であった
ので、筆者はIFSはコンピューターを所有しているものと信じ、算出してほしいデーターを一覧嚢
にして持参したのであったが、残念ながらコンピューターは実現していなかった。憧し、一切のデー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ターは将来コンピューターにかけうる形で蓄
表5　，，Bib｝iographie　Moderner　Fremdsprachenun＿
ter　richt“の出典　　　　　　　　　　　　　　積されて行っている。
　IFSの刊行している文献集の一つは。Bib－
｝iographie　Modemer　Fremdsprachenu鍛teレ
richt“と雪う。29．0×20．2c田、タイプライター
による原版を硬ったオフセット印棚で本文約120
ページの冊子である。Max　Hueber　－Verlag
から年聞4回干lj行される。1969年から刊行が
始められた。手元にある1976年第4分冊（第
7巻第4号）には284篇の雑誌論文（文献集を
を含む）、単行本収載論文および単行本が収録
されている。これらの参考文献のうち雑誌論
文を収集するために、つねに33点の外闘語教
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授の専門雑誌に演が通される。場合によっては追加的にさらに何点かの雑誌が通読される。これら
の雑誌はむろんドイツ連邦共和国で刊行されているものに限るわけではなく、ドイツ民主共憩圏を
始めとする諸外国刊行のものも含まれている。簡単な内訳を表にして示す。（表5）
　この文献は四つの部分から成る。第一部は論文一一覧表（著者名により配列）、第二部は各論文の要
約、第三部は事項別索引、第四部が著者名索引である。関心のある論文を探し嶺すのは、第三部か
らも第四部からも可能である。第三部あるいは第四部から得た分類番号が第…一部の配列番号である。
第一部で該k箇所を兇ると、そこには著者名と論文名が記載されているほか、出典、文献表、園表
などの有無、使用（外）国語を傭ることができる。さらにこれらのデーターの下には、この論文が
第三部でその下に分類される事項が挙げられている。要約は約10－40行の分量で論文の概要はまずま
ず窺える。こうして論文に関心を抱いた利鰐者は、文献表冨頭に論文が採録された～切の刊行物
の出版社名ならびに所在地が一切記されているのでg容易に原文を探索して入手することができる。
なお、IFSはアメリカの文献センター　ERIC（Educational　Resources　Information　Center）と協
力提携していて、ここが収集した文献を採り上げることもある。
　IFSの刊行するもう一つの文献集は．Dokumentation　Neusprachlicher　Unterricht”である。こ
ちらは連邦共和国文部省の財政的援助を受けて年闘不定期に3園発行する予定で始められた。1976
年よ｝）刊行が開始され、1979年までが一つの饅途になっていると言う。20．7×14．8cmで、同じくタ
イプライターによる原版を使ったオフセット印刷で本文約120ページ、Max　Hueber－Verlagから
刊行される。試みに1巻第1分冊（ユ976年第1暑）でみると233点の文献・資料を収載している。
構成は上記文献集とよく似ていて、第1部が文献・資料の一覧表、第2部が事項別索引、第3部が
筆者ないしは出典の兇出しの索引で、資料の内容要約は第1部の各資料のあとに約10－30行添えら
れている。必ずしも恒久的な作業とはみなされていないのは、この仕事に対する連邦共和国内の外
国語教師たちの反応がまだ見通せないからである。「，，Dokumentation　Neusprachlicher　Unterricht“
が擁久的な情報源として確立されるか盃かは、このプロジェクトが教師たちによって有力な助けで
あるとみなされ、続行した方が日當の授業を豊かにすると評価されるかどうかにかかっている」と、
編集に主として従事した1。Helmers女史は語っている。
　前記論文集，，Bibliographie　Moderner　Fremdsprachenunterricht“とよく似た名醗を持つこの
文献集は、前者とどの点が違うのだろうと思わせられるが、おおよそこのような違いがある。1）酎
象読者がずっと限定されていること。連邦共和国の外国語教師、それもギムナージウムの中・上級
や職業教育学校において外圏語の教授に従事する人々にi向けられている。2）したがって扱われる外
国語も英語、フランス語、ロシヤ語、スペイン語に限られる。他の外国語や、BMFではかなり大
きく扱われている「外国語としてのドイツ語」がここには兇当らない。3）BMFは毎号一定数の専
門雑誌には必らず目を通した上で作られるが、こちらは渉猟の領域が異なっている。　広く自に触
れることのない資料（．graue　Literaもuビと呼ばれている）を収録することにとくに重点が置かれ
ている。これは、入手困難という意味から、IFSでコピーを引き受ける。これらの資料は具体的に
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は、各廻のカリキュラムや教科手引書、各州視聴覚資料センターの朝行物、各種プロジェクトにつ
いての報告、非公式テスト、自作練習聞題、教材集、講演原稿・未公表原稿などである。　それらの
うち、とりわけアクチュアルな、あるいは革新的な性格のものがとくに取り上げられる。4）収録さ
れる論文・報告の類は一部はBMFの採録と霊複する。しかしここでは実践に益することが重んじ
られ、カリキュラム、視聴覚メディア、教授法、試験・テスト、授業モデル・プロジェクトにかん
するものがとくに扱われる。またこれらは上記各外国語別に分類されている。なお、この文献集は
1，0◎0部しか刷られない。一部分は増捌設備を持つ個人や学校に寄贈される。
8．ボン大学のSLZ
　最近繭ドイツには大学のLLが機関として独立しF語学センター」を称している傾向が認められ
る。例えば、ハンブルク大学、ボン大学、フランクフルト大学、マールプルク大学、ザールランド
大学など。一つの具体的な現われとして，，Arbeitskrelsder　Sprachzentren，　SprachlehriRstltttte
und　Fremdspracheninstitute“（AKS：語学センター・語学教授研究所・外国語研究所の研究サー
クル）なるものが成立しており、昨年10月にはハンブルク大学で2田聞の会合を賄いている。その
折、「大学基礎課程における語学講習会ならびに編入テスト」という全体テーマが樹てられ、その枠
内で各グループのテーマが定められたようである。「研究サークル」という名称からして、情報交換
が活動の中心となる。事務局をハンフツレク大学が引き受けたようである。わが国でも「語学センタニ
が論議されている折柄、「語学センター」の実際をこの眼で見るべく、ボン大学の．Sprachlernzent－
rum“ （SLZ：語学学習センター）を訪れた。　SLZはもとは「LL教室」であったが、本年2月
に独立して「語学センター」となったのである。
　しかしその過程は必ずしも短くはなかった。大学にLLを設けることが計画され始めたのはすで
に一昔も前のことである（1966年）。それから5年問もの検討の時期を経て、1971年に始めて入文学
部はLLの導入を決議する。問学部のfコミュニケーション・音声学研究駈」（lnstitut　fur　Kom－
munikationsforschung　und　Phonetik：IKP）の一部門として「LL部門」が設けられることになる。
結果として研究所は5部門を持つことになった。即ち、1）コミュニケーション研究、2）春響音声学、
言語音声学、3）書語学的データ分析、4）LL・語学教授研究、5）話術教育。同研究所のなかにLL
研究会が設立され、LLのための定賃が獲得されたのはこの年である。そして更に2年を経て1973
年に、大学の中心的な建物にLLが設置され、岡年の冬学期にはすでに授業が始められている。翌
1974年にはLL主任教授の席が確立され、騨寺にすでに乱Lを「センター」として独立させること
を検討する委賃会が発足している。この間もLLは外圏語教育施設として橘動を続けた。本年の2
月に「語学学醤センター」として独立したのである（所属は人文学部）。
　LLが「コミュニケーション音声学研究所」の一一部門であった頃の課題は次の三つであったよう
である。すなわち、1）大学の語学の授業を補足する場となること（短象は，，PhilologieStudenten“t
外国人学生。後者は外国語としてのドイツ語を習う。）、2）語学授業の学問的基盤を研究すること（霊
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語学的、音声学的、学醤心理学的、教育学的基盤）、3）外国語教授法・外国語教授学の講座を拙当す
ること。「センター」となってからは、この課題に若干の修正と補充が加えられた。1）については、
大学の授業のために教室・機器・メディア・プログラムを提供すると雷う風のややもったいぶった
表現をとり、新たに4）外国語教授にかんする文献を収集すること、5）内外の他の類似研究所と接触
を保つこと、の二つが加えられた。
　新旧の課題を通してはっきりしていることは、この「センター」で外圏語の授業を行なう者は「セ
ンター」のメンバーだけではないということである。授業の担当考は「各学科（Seminar）の外国
語掴当者、コミュニケーション・音声学研究所の授業撹当者、教育学部ならびに外国人学生局（Aus・
landsarnt）の外国語担当者」と手引に記されている。むしろ現実には1名の教授、2名の講師、1
名の助手が受持つ外国語授業のコマ数は知れている。しかも彼らは3）の外国語教授法についての講
座を本命として撮当しなければならない。したがって、「語学センター」に配置されて、入れ代り立
ち代りやって来る学生に来る日も来るHも同じ内容の初歩語学の授業を機械的に繰返す、さながら
「語学訓練係」であるかのような情景はここでは見られない。まさに「センタnは大学の外国語
教授に「場所を貸す」という表現が当てはまる。また、，，Sprachl碑；zentrum“（語学教授センタ・・一）
ではなくて，，Sprach更鍔邸entru㎜6L「語学学蕾センター」と称していることも事実に適合している。
　「センタ⊃のメンバーが受持つ講座は、ドイツ語音声学や外国語のためのドイツ語実蟹、タイ
語の実習（講師の…人が専攻している）の媚きいわゆる「語学」の授業を除けば、LLやビデオテー
プを使った授業の理論と実践とか、第二外国語の学習理論とか、心理書語学と外国語授業、文法理
論と外国語授業、の如き外国語学習の基礎となる理論的考察がその主たるものである。他には、話
術教育にかんする講座がある。これらの講座にそれぞれ何入くらいの聴講者が集まるのかを知るこ
とはできなかったが、人文学部に籍を置く学生で教職につくことを目指しているものにとっては、
これらの講義を聴いておくことは必須の条件と考えられるので、これらの講義が学生によってない
がしろにされるとは思えない。
　これらの講義の根底を形造っているのは「センター」における外国語教授学研究である。すべての
面で進んでいるとは書い難いが、少くとも二つの領域について、独自の研究の積重ねが顕著に認め
られた。それらは、1）発音の教授法にかんして（「センター」の前身が音声学研究所の一部門であっ
たことが大きく関与している〉、2）語学力テストにかんして。第一の領域ではドイツ語の発音教本と
録音テープはすでに完成され実胴されているほか、外国語教授における発音練習の問題点は所長ケ
ルツ教授によって著書の形にまとめられた。また、中国語の発音練習の体系化がネイティヴスピー
カーの協力を得て境在進められている。そのほか文の抑揚を記述するのに最も適当な記号を経験的
手段によって策定する研究が進められている。第二の領域で挙げるべきは、ドイツ語を学ぶ外国人
学生を彼らがすでに身につけているドイツ語力を多面的に測定して、学力に応じたコースに編入す
るために行う「ドイツ語学カテスト」の研究である。テストはこれもケルツ教授によって開発され
た。すでに外国人学生を対象に行なわれた結果を精密に分析してテストをより適正に修正する研究
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会が進められていた。
　葬常に露骨なことを言えば、筆者には、「センター」のメンバーが間じ大学の他の研究者と忠分を
比べて劣等感を抱いていないかどうかが関心事であったのだが、接しているあいだに受けた印象で
は彼らは「センター」に属していることにも、これらの講義にも自信と誇りを持っているようであ
った。彼らが少くともそのようなことに考えを巡らす必要がない理由は推測できる。第一に外国語
の学習者の側に学翌の必然性があり、彼らに教授することが徒労とは感ぜられない。そして、この
ことはさらにつきとめると、外国語を学ぶのは教養事ではなくて必要事だとするヨーVッパにおけ
る外国語学習に対する基本的態度と関っているようである。第二に、外国語教授を科学的に研究し
体系化することはすでに、学際的と呼ばれつつも一つの学問分野となりつつある。LL部門から「セ
ンター」へと「昇格」したのはむしろこの学問の世界の趨勢に対する大学の率直な反応ではなかろ
か。
　研究そのものとは呼べないが、fセンター」にとって欠かせないものがある。一一つは文献の収集で
ある。新設のSLZにはまだ学生の利用に供すべき專用図書室はない。しかし、，，Sprachlehrfor－
schung“（語学教授研究）という文献目録が整備されつつある。1977年2月現在で標題にかんして
約5，000点の内外の著書ならびに雑誌論文が著者名カードと件名カード（見出し語はすべてで957）
の形で分類・集成されている。その上、収集された著書・論文の約半数についてはすでに要約が作
られている。ベルリンやマールブルクで児た文献収集の作業をここでも見せられて、私は西ドイツ
の語学教育の分野にも情報の客観化と国際化の波が押し寄せている印象をさらに強めた。SLZが
比較的短時N’にこの文献収集と要約に費したエネルギーの大きさは無視できない。そこに所長以下
のSLZ創設への意気込みを見る思いがする。岡じことは、SLZが1977年2月までに作り上げた
　オープンリール約1，800本の教材テープにもよく窺える。それらはドイツ語、英語、mシヤ語、
フランス語を上位として、東欧諸語や中国語、ヒンディ語にまで到る24ヶ国語にわたる128コース
をなしている。これらは教室でも自習釜でも利贋される。
　このSLZの規模や装備を知るには簡単な表でも足りるであろう。下に揚げておく。
　表6　ボン大学。SLZ“にかんする要羅と主な数値
定員 オーディオ・リンガル 自習鍵　　　　　　　　　1
主任教授　　　　　　　　　1 （25ブース）　　　1 スタジオ　　　　　　　　　　　3
講　　師　　　　　　　　　2 オーディオ（30ブース）　　1 授業数（1976／77の冬学期）
助　　手　　　　　　　　　1 （後二二考には0｝｛P、スライ 17ヶ語週240時間
補助員　　　　　　若干名 ド投影機、トーキー映写機、 （うち英語授業が3捌〉
専任技術貨　　　　　　　1 テレビ受像機、ビデオ装罎 自翌室の利馬率
設備 を設羅） 1977年1　｝弩…4月；こ　塗藍617名
フルラボ（40ブース）　　　1 視聴覚講義蓋（60席）　　　1 （ノ＼文学音昼学生在籍数　7，000
（30ブース）　　　1 会話練習室（12席）　　　　1 人、うちゲルマニスティク
（円卓の中央にマイク設置あり） 専攻は約1，600入）
　本文中の数値や発言には注をつけるべきであったが、紹介文なので、煩雑になるのを避けるため
控えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1977．　9．　29
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